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■2014 年度 事業計画にむけた方針（再掲） 

 

 [プロローグ] 

 

 ＮＰＯ法人エイブル・アート・ジャパンが、アーツ千代田 3331 に拠点をうつし、活動のプラットフォー

ムをもって、早３年が過ぎた。 

任意団体時代（1994 年～2010 年）、会員（個人・団体・法人）による会費は 2001 年のピーク時には 240

万円をこえていたが、2007 年以降は 150 万円を切り年々減少している。その理由のひとつには、会員自身が

リーダー的存在として全国各地でＮＰＯ等の法人組織を設立し、障害のある人たちの表現活動の開発を行い、

地方で中間支援組織を確立し、その多くは、自立運営の手段のひとつとして会員組織を構成している。 

 こうした変化は、全国的な障害者アートの興隆からみれば喜ばしいことであるが、一方、当法人は、従来

の役割を果たしたと自覚しながらも、新しいこれからの役割を模索することが求められている。 

 2012 年度からは、新たな体制のもとで、東日本地域におけるネットワークハブとして、さまざまなプログ

ラムを実践してきた。とくに、「会費・寄付金」、「助成金・補助金」だけにたよることなく、「自主事業」や

提案型の「受託事業」の在り方への実践である。 

 規模は決して大きくはないものの、いくつかの芽が育ちつつある。 

 関東の施設職員を対象とした夜間の勉強会シリーズは、クリエイターらとはじめたものであるが、年度の

後半になって東北の福祉施設職員を対象としたセミナーの受託事業に発展した。関東および東北の行政機関

や民間団体からのヒアリングもふえており、実践的な普及事業を行う可能性がみえている。 

 事業性の視点から開発・運営されてきた、A/A gallery 事業やエイブルアート・カンパニー事業も、よう

やくスキームが確立されてきた。とくに、A/A gallery というスペースを活用しながら、展覧会だけではな

く、対話形式の研究会やイベントを開催してきたが、私たちはこれらを通じて、作品の購入者やファンの獲

得をめざしてきた。こうした活動の基盤となるウェブサイトとデータベースのリニュアルは、2 年にわたる

スタッフや理事の努力により完了した。心からお礼をいいたい。2014 年度は、全国の関連団体とともに事業

の規模を拡大していく。 

社会的に弱い立場の方たちとともに、その可能性を生かしながら、アートの社会的意義を通じた活動に終

わりはない。まだ切りひらくことのできていないプログラムやコミュニケーションの回路をつなぐためにも、

会員や社会の声に耳を傾け、失敗を恐れずに活動する。また、歴史ある当法人の持続のためのマネジメント

も意識し活動したい。 
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[2014 年度の重点項目] 

 

１．ＮＰＯ法人として事業性と運動性の両立に配慮した事業展開 

 ●事業性の視点からは； 

   ① A/A gallery 事業（自主事業）  

   ② エイブルアート・カンパニー事業（自主事業） 

   ③ セミナー事業（自主事業／受託事業） 

 

 ●運動性の視点からは； 

   ① プラットフォーム機能～情報受発信（会費・寄付金） 

   ② Good Job!プロジェクト（助成事業） 

   ③ ボランティアやインターンによる広報や自主事業推進 

 

 

２．エイブルアート事業における組織間の連携と強化 

 

エイブルアート・カンパニー東京事務局として、関西事務局（一般財団法人たんぽぽの家）、福岡

事務局（NPO法人まる）との事業およびオフィスの協働運営。 

また、エイブルアート・ムーブメントの協働団体として、2013 年度から取り組んでいる「Good Job!

プロジェクト」（一般財団法人たんぽぽの家）の東日本における窓口機能を兼ねる。 
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[2014 年度 事業をふりかえって] 

 

●事業に関する特記 

・2011 年の東日本大震災以降の東北地方の支援事業の成果として、2014 年度は東北地域での「受

託事業」「補助事業」の割合が大きくなった。このうち東北の福祉施設職員を対象とした実践型研

修の受託事業は 300万円強、宮城県からの推薦を受けて応募し全国の 5モデル事業のひとつに採択

された厚生労働省「障害者の芸術活動支援モデル事業」（補助事業）は 1500 万円弱。一般財団法人

たんぽぽの家とともに設置してきた東北事務局の機能と人材があったため、これを活用し事業を実

施した。ただし年度途中の大規模な補助事業に応じた体制の募集や業務管理は困難な側面もあり、

またこの動きに影響をうけて、財源の要となるべき「自主事業」（とくにギャラリー事業）に体制

をさけずに運営が困難だった。事務局マネジメントの重要性を学ぶ機会となった。 

・寄付が団体および事業指定寄付をあわせ、2013 年度 25 万円から 2014 年度 100 万円に増加した。

寄付サイトからのキャンペーンやつながりのある企業からの寄付などによるが、活動の広報や活発

度を社会にアピールすることで寄付収入に影響するのではないかと実感している。 

・2007 年から‘障害のある人のアートを仕事につなげる’をキーワードにして活動してきた「エイ

ブルアート・カンパニー事業」は一般財団法人たんぽぽの家、NPO 法人まる、NPO 法人エイブル・

アート・ジャパンによる共同運営事業である。当法人の賃借料と維持費は、この事業と法人で按分

するかたちで支払いをしてきたが、2016 年度以降、職員の給与手当ての支払いができるよう事業の

仕組みや東京事務局の役割を見直していく時期にきている。 

 

●活動の所感 

・厚生労働省「障害者の芸術活動支援モデル事業」により、日常の相談業務のデータをとっている。

半年の記録をまとめて印象的だったのは、福祉施設に属さない個人や家族からの声、活動の手がか

りを探している小さなアトリエの声の切実さだった。「施設から地域へ」「障害から生きづらさの支

援へ」という、これまで法人があたりまえにしてきたことの重要性や特性を改めて考える機会にな

ったと同時に、こうしたデータをつみあげて政策提言していくことの必要性を感じたため、この補

助事業は２年目を継続申請している。 

・2013 年度以降、現場の福祉施設職員などとも向きあう仕事が増えた。関東では職員対象の「モノ

づくりサロン」、東北では商品化に関わる人材育成事業や既述の厚労省事業を通してのさまざまな

実践である。障害のある人たちの表現の機会をつくりそれを社会の課題と結びつけ必要な役割を担

うというミッションをもっていれば、どの地方・地域でも研修や支援活動が実施できるという実感

をつかめた。これらの実践を若い世代のスタッフと共有するための取り組みにも力を入れていく必

要を感じている。 

・2020 年の東京オリンピック・パラリンピックについて、ヒアリングや海外からの問い合わせも増

えてきている。エイブルアート事業の国内のネットワークとともに提案をすすめていくことが 2015

年度の大きな役割になる。 
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■事業内容 

 

[総務] 

１．会議等の業務 

（１）第４回通常総会の開催 

日時：2014年６月 22 日（土）13：00～14：30 

会場：A/A gallery 内（東京都千代田区外神田６-11-14 アーツ千代田 3331） 

● 2013 年度事業報告（案）・活動計算書（案）の承認 

● 2014 年度事業計画（案）・活動計算書（予算案）の承認 

● 役員人事の改選／ ほか 

正会員数 119 団体/個人のうち、62 団体/個人が出席（出席 11・委任または書面での承認 51 人）と定款第 27

条に規定する総会の定足数を満たしており、総会が成立。2013 年度事業報告（案）および決算（案）、2014

年度事業計画（案）および予算（案）、役員人事の改選について全員異議なくこれを承認した。 

◆成果と課題：総会運営のための事務局作業はスムーズに実施できたが、依然として書面での承認の返信率

は低い。しかし当日の出席者数は最大、また日常的に活動を支援してくれるボランティアにも総会参加を積

極的に呼びかけたため、終了後の交流会は大いに盛り上がった。ボランティア同士の交流や活動への理解を

すすめられたとも考えている。 

 

（２）理事会の開催 

◎第７回：2014 年５月８日（水）18：30～20：30   

 会場：A/A gallery 内（東京都千代田区外神田６-11-14 アーツ千代田 3331） 

● 2013 年度事業報告（案）・活動計算書（案）の承認 

● 2014 年度事業計画（案）・活動計算書（予算案）の承認 

● 役員人事の改選／会員制度の変更 ほか 

◎第８回： 2015 年 1 月 28 日（水）18：30～20：30  

● 事業および活動計算書の中間報告 

● 次年度事業の意見交換 

◆成果と課題：中間報告は 2014年 10 月に予定していたが、年度途中で決定した厚生労働省の補助事業の運

営のために事務局側の準備が追いつかず、年明け 1月に延期とした。補助事業を含めた補正予算について全

員意義なくこれを承認した。さらに 2015 年度の事業のアイディアについて意見を交換した。 

 

２．会員に対する業務 

● 会員の入会、継続、休会に伴う業務 

● 第４回総会の案内と議案を送付：2013 年度事業報告・活動計算書および 2014 年度事業計画・活動計算

書（すべて案） 

● ニュースレターと事業案内を送付（年４回程度） 
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● 会員および参加者・支援者のデータベースを構築し、名簿の管理や情報発信を行う。 

◆実施内容と成果：データベースを活用し 10 月にはじめて会員および登録者にメールを通じた寄付キャン

ペーンを実施した。ギャラリーの案内もだしている。ただし、すべての会員がアクセスできる方法ではない

ため、メールやウェブサイトを利用しない会員向けにも丁寧に情報を伝えていく必要がある。 

 

３．経理などの業務 

● 資金管理として、現預金などの日常の管理状況を明らかにする。 

● 運営基盤の確立のためにも月次ごとの収支計画をたててその運営を確実に遂行していく。 

● 税務に関する業務として、法人税や消費税、源泉徴収税等の税務関連の業務を行う。 

◆実施内容と成果： 厚労省の補助事業により事業規模が 2.5 倍になる見込みとなったため、奈良の会計事

務所に委託していた経理業務を、10 月に東京の法人に移行した。委託先は「よしとみパートナーズ会計事務

所（東京）」で、東京ボランティアセンターと連携し、NPO の会計の相談も行っている団体。移行までの間に

支援していただいた一般財団法人たんぽぽの家および森田会計事務所に感謝したい。 

 

４．労務管理などの業務 

● 法人に関連する業務を行うスタッフの労務面等において配慮する。 

● 法人がスタッフを雇用していく時期を見越し、各種規程などを整備していく。 

◆実施内容と成果： 

・厚労省の補助事業申請に際し各種規程の提出が必須であったため、給与規程（俸給表）、就業規則、経理

規程、旅費規程、賃金/諸謝金に関する規程を整備した。 

・東京事務局にたんぽぽの家から中谷由美子さんが出向（５月－）。事務局体制は３人から２人であったた

め、会員業務およびデータベース管理に関わるアルバイト（６月－９月）、ギャラリー運営（８月－１１月）

を雇用したがそれぞれ一身上の都合により活動を終了した。 

・厚生労働省の補助事業決定により東北事務局を開設。たんぽぽの家から武田和恵さんが出向（８月－）、

さらに東北事務局では相談支援・行政対応・広報・事業進行管理を行うアルバイトを雇用、東京事務局でも

相談支援・広報・経理でアルバイトを雇用した。アルバイトは補助事業の終了により活動を３月で一旦終了

している。 

 

５．総務関連などの業務 

● 業務運営に必要な届出業務を行う。 

● ＮＰＯ法人として東京都への 2013 年度事業報告・活動計算書の提出（総会終了後、６月末実施） 

● 当法人に依頼がある後援名義の借用等の検討と対応。 

 

６．広報・寄付キャンペーンなどの業務（新規項目） 

● ウェブサイト、フェイスブック、データベースを活用した広報活動を行う。 

● 寄付キャンペーンの実施 

◆実施内容と成果： 
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・ウェブサイトの改変・外部への委託を検討し、障害のある人の雇用をすすめる株式会社ファーサイドを試

行的に採用。３ヵ月間の試行期間を経て正式に契約した。月一回ペースでの更新作業の仕組みをつくり、会

員情報、イベント情報、参加者募集のニュースをコンスタントに更新している。 

・フェイスブックの更新頻度があがりサイトの閲覧者が増えている。 

・データベースの活用が課題だったために秋、スタッフで研修。その後、会員および登録者に寄付キャンペ

ーンのメールによる情報配信を行った。会員管理（120 件程度）とメールへの情報配信（1000件程度）はで

きているが、データベース運用のための組織内でのルール化、作業徹底、セミナーや展覧会情報などの発信・

申込み管理などの機能が使いこなせていない。 

・寄付金が前年度の約 25 万から今年度は約 100 万に増加した。またクレパス・マーカー・未使用の T シャ

ツなどの物品をご寄付いただいたため、当法人のスタジオ事業のほか、関連するNPOや福祉施設と使用した。 

・エイブル・アート・アワードの寄付額が増加した。支援をいただいている企業寄付は、社員の有志のグル

ープが寄付先を決定し会社がマッチングギフトをのせる形態であるが、社員のみなさんとの接点が増えたこ

となどがその理由。 

・パブリックリソース財団が実施する Give One のキャンペーンに参加。2015 年 10 月に実施する「アトリ

エ・ポレポレ」の 20 周年記念展覧会にあわせて情報を更新した結果、半年で 22 件の寄付が集まっている。

スタジオのメンバーが手書きでお礼を送るがこれを開催まで継続する。 

・チャリティマラソンの寄付先としてのエントリーの候補となったが、貧困、難病などの緊急性の高い NPO

に比するとアピールが弱い側面もあったのか、最終的には採択されなかった。 

・障害をプラスに転じるエイブルアートのポジティブなキャンペーンのスタンスは維持しながら、NPO の自

主財源として寄付の確保を絶えず意識したい。 
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[企画事業] 

１.A/A gallery 事業 

◎ 方針 

Ａ. エイブル・アート・アワードの受賞者や原画販売を希望する作家等の原画販売 

Ｂ.エイブルアート・カンパニー／Ｇｏｏｄ Ｊｏｂ！事業のショールーム的機能をもたせた企画・販売 

Ｃ. エイブルアート・ムーブメントの発信拠点として重要なテーマの発信 

 「障害とアート」の多様性をみせる展示、「アートと社会」の関係性をみせる現代的なテーマなど 

Ｄ. 会員および関連する個人・団体が多様な表現や試行を発信する場 

◎ 運営のサイクル 

・基本的には木・金・土・日にオープン。2012 年度は２週間単位のサイクル、2013 年度は３週間単位のサ

イクルに変更したが、2014 年度もこのペースを維持する。 

・貸し事業の際は、随時相談。 

・夏季休暇、年末年始休暇あり。 

 

（１）A/A gallery における展覧会 

●第 34 回企画展「イロイロ T シャツ展」 

会期：2014年５月 23 日（金）〜６月 15 日（日） 

企画：たんぽぽの家アートセンターＨＡＮＡ 

《関連イベント》 

CASA PROJECT による傘のリメイクワークショップ・６月 14 日 (土)13：

00～15：00『傘でコースターをつくろう！』16：00～18：00『傘でテトラポーチをつくろう！』（参加費と

もに:2,000 円） 

◎『EVERYDAY PARTY!』をテーマに、全国の福祉施設や関連団体が制作した T シャツをセレクトし展示、販

売した。日本国内からだけでなく、イタリアのトリノにある施設「Laboratorio Zanzara」の商品も入荷。

facebook での告知効果もあり、老若男女問わず、様々な客層にご覧いただくことができた。 

 

●第 35 回企画展 存在と生活のアート vol.11  

「新・幻聴妄想かるたとハーモニー展」 

会期：2014年８月 22 日（木）〜９月７日（日） 

共催：ＮＰＯ法人やっとこ「ハーモニー」  

企画：一般財団法人たんぽぽの家 

*はじめての一般企画募集により採択。 

《関連イベント》 

８月 24 日（日）メイドカフェ「妄想天国＠メイドちゃん」・８月 31 日（日）18:00〜「メンバートークと新・

幻聴妄想かるた世界一決定戦（ゲスト：齋藤陽道、他）」・９月 7 日（日）14:00〜「メンバートークと新・

幻聴妄想かるたノンビリ大会」・８月 23 日（土）、30 日（土）、31 日（日）、９月６日（土）各 14:00～「日
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替わりトークショー妄想ラジオ局」９月７日(日)16:00～似顔絵イベント「似顔絵 DE ポン！」（不定期開催） 

◎ 世田谷区に所在する精神障害者の就労継続支援Ｂ型事業所「ハーモニー」が制作する「新・幻聴妄想か

るた」のパネル展示他、写真家・齋藤陽道氏が撮影した写真作品の展示を行った。会期中にはハーモニ

ーメンバーの企画による関連イベントも開催。 

 

●第 36 回企画展「works on…with edition E.D.」 

会期：2014年９月 10 日（水）〜28 日（日） 

10 月 10 日（金）〜19 日（日） 

企画：ホシノマサハル(エディション E.D. 当法人理事)  

協力：柏原崇之、NPO 法人ほおずきの会、社会福祉法人世田谷ボランティア

協会ケアセンターふらっと 

《関連企画》 

公開制作/ワークショップ・９月 20 日（土）13:00 〜15:00「イメージをかたちづくる〜自由なドローイン

グ〜」（協力：NPO 法人ほおずき会）・９月 28 日（日）「イメージをきりとる〜オリジナル缶バッジづくり〜」

（参加費：500 円） 

◎都内二カ所の施設とワークショップを行い、新たなイメージの創造を行う。木や布の素材にはたらきかけ

ることでできるモノをその過程とともに展示した（第２回 国際木版画会議サテライト事業）。このプロジェ

クトは当法人の事業化も模索中。 

 

●第 37 回企画展「みえてくるカタチ展」 

会期：2014年 10 月 23 日（木）～11月 16 日（日） 

【出品作家】石井悠輝雄・内野貴信・春日一志・川邊紘子・小林祥平・

半澤真人・平田貴子・三井啓吾 

◎Able Art Company に所属する８名の作家による、様々なカタチを描い

た作品を展示。イメージや固定観念を揺さぶられるカタチの世界を感じ

る作品を紹介した。9 作品で約 30 万円の売上。 

 

●第 38 回企画展「HUMORA  ラララ ユーモラ」 

会期：2014年 12 月４日（木）～12 月 28 日（日） 

エイブルアート・カンパニーのオリジナルグッズや、全国の福祉施設の商

品の展示販売を行う期間限定のポップアップショップ。テーマを「ラララ

ユーモラ」とし、東北でのプロジェクトで制作した音楽にまつわるグッズ

を中心に商品をセレクト。エイブルアート・カンパニーの 2015 年カレン

ダーの原画の展示・販売も行う。約20日間で90万円超えの売上となった。

その後、仙台・名古屋へ巡回。 
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●会員展覧会「リュウヘイ ケイイチ プロトコル」 

会期：2015年 2 月 26 日（木）～3 月 15 日（日） 

表現活動に取り組む障害のあるアーティストと、新たな表現を求めるアー

ティストがペアとなってアートに取り組む創作プロジェクト「アートリン

ク・プロジェクト」で出会った、塩谷龍平氏と清水啓一氏による二人展。

ギャラリーの空間の中に巣を張るように展開されたインスタレーション

はギャラリーでも初のダイナミックな展示構成となった。 

 

●第 40 回企画展「空想する絵画展」 

会期：2015年 3 月 20 日（金）～4 月 19 日（日） 

【出品作家】岩崎菜摘子・tomoko・三井啓吾・上村福銖・春日一志・大西

節子・TAKESHI 

◎「空想する」をテーマに７名の作家の作品を紹介。会期中にはアーティ

ストも会場を訪れ、自身の作品が展示されている様子をご家族・友人と楽

しんだ。会期中に作品２点を販売。 

   

●【その他】3331 Art Fair -Various Collectors’Prizes- 

会期：2015年 3 月 21 日（土）～3 月 29 日（日） 

会場：3331 Arts Chiyoda 1F メインギャラリー 

主催：3331 Arts Chiyoda 

◎A/A gallery から、春日一志さんと三井啓吾さんの作品を出展。作品２点

を販売。 

 

２．A/A shop 事業 

A/A gallery 事業と連動し、効果的な期間のみ、限定で商品を取り扱う。 

商品の仕入れ、管理をエイブルアート・カンパニーに委託していたが、東日本地域の取引先については直接

仕入れをスタートしている。 
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３．エイブルアート・スタジオ事業 

◎ 方針 

Ａ. 運営委員会による独立採算事業を実施する。 

Ｂ.セミナーやサロンなど、人が集う場や企画を実施する。 

（1）アトリエ活動 会場：アーツ千代田 3331 B105（レンタルスペース） 

◎ 特記 

・エイブル・アート・ジャパンの事業として発足したが、その後（当法人の理由により）運営委員会の方式

で運営していただいている。可能な限り、必要に応じたサポートを行う。 

・20 周年を迎えるアトリエ・ポレポレは、2015 年の秋に世田谷美術館での展覧会開催が決定。期間は 9 月

29 日（火）～10 月 4 日（日）の 6 日間。当法人としては、その開催にかかる資金集め、搬入出もサポート

を行う。 

・エイブルアート芸術大学は参加者の人数も安定し、運営資金的にも安定してきている。運営に関わるボラ

ンティアは、入れ替えはあるものの常時２～３名はいる。参加者のなかに医療と福祉サービスにつなぐべき

家族がでてきたため、中津川さんと各関係機関と連携し支援した。 

 

（2）会員および関連団体による企画 協力：ＮＰＯ法人エイブル・アート・ジャパン 

 

 

 

アトリエ・ポレポ

レ 

ファシリテータ 

サイモン順子さん 

毎月第２・４土曜日  

13:00～17:00  

登録メンバー：25 人 

年会費 5,000 円 １回 2,500 円 

エイブルアート

芸術大学 

 

ファシリテータ 

中津川浩章さん 

毎月第２日曜日午後  

14:00～17:00  

登録メンバー：20 人 

年会費 3,000 円 １回 2,500 円 

インクルーシブデザイン出版

記念イベント 

主催：学芸出版 

協力：財団法人たんぽ

ぽの家 

５月９日(金） 

 

アーツ千代田 3331 １階コミュ

ニティスペース 

 

福島の製菓「ぽるぼろん」 

企業向け販促イベント 

「けやきの木の集い」 

主催：被災地障害者支

援センターふくしま

「サロンしんせい」 

6 月 26 日（木） アーツ千代田 3331 １階コミュ

ニティスペース 

 

てつがくカフェ＠せんだい×

とうきょう 

主催：てつがくカフェ

＠せんだい×とうき

ょう実行委員会 

４月 26 日(土)

６月 21 日(土)

９月 13 日（土） 

11 月９日（日） 

2015 年 

2 月 14 日（土） 

A/A gallery 
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４．エイブルアート・カンパニー事業 

◎ 方針 

「障害のある人のアートを社会に発信し、仕事につなげる事業」の窓口として活動を展開する。2014年度は

関西および東京事務局の営業系スタッフでマーケットリサーチを実施し、著作権使用部門の売上の拡大をめ

ざし活動した。 

内容 

・Ａ.著作権使用、Ｂ.商品販売・流通、Ｃ.複製画販売・レンタル、Ｄ.原画販売、Ｅ.メイク講座、を実施。 

 

（１）基盤整備 

●第８期カンパニーアーティスト、2014 年５月に８名デビュー 

３ヶ月の応募期間を経て、全国から 76件の応募があった。アパレル会社、百貨店、印刷会社、フォトエー

ジェント会社などをアドバイザーにむかえ選考会を開催。2014年 5 月に 8 名がデビューし、登録作家数 86

人、登録作品総数 8,124 点に。 

●営業系ツールの改訂を実施、既存のパンフレット（A4 蛇腹折りサイズ）ものに加え、より詳細な内容の提

案資料を制作した。ウェブサイトの改変はまだ実施できていない。 

●営業スタッフ（契約）の規定を整備し、北海道の NPO と提携し、営業方法について検討。マニュアル化に

ついては、まだ実施できていない。 

●エイブルアート・カンパニー事業は、株式会社 Good Job!コーポレーションへの事業の合流が検討されて

いるが、現在はまだ登録作家に対した説明および契約書の書き換え等は行っていない。 

 

（２）著作権使用 

●テレビ番組のオープニング映像に採用  

「テレビ朝日ポータル ANN ニュース＆スポーツ」 

2014 年 10月〜12月の 3ヶ月間はカミジョウミカさんの描きおろしイ

ラストによるアニメーションがオープニング映像として使用され、

2015年1月から3月まではTAKESHIさんのパグのイラストを使った映

像が使用されている。 

●（株）フェリシモとの新ブランド 

「UNICOLART（ユニカラート）」デビュー 

通信販売の株式会社フェリシモとのコラボレーションで、カ

ンパニーアーティストの絵が柄になった洋服や小物が発売さ

れた。商品は基金つきとなっており、今後のアーティストを

育成する支援にもつながる。Good Job!展でも紹介され、予約販売も好調。 

●音楽フェスティバル「サマーソニック 2014」 

コラボレーション T シャツ継続発売。 

2010 年から今年で 5 回目となる企画。毎年、売上とともに、東日本大震
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災で被災された障害のある人たちの仕事を支援するためのご寄付もいただいている。今年採用されたアーテ

ィストは森豊和さん。今までにないシンプルなデザインが好評で、会場でも売り切れが出るほどだった。 

●東芝デザインセンターの UD パンフレットの表紙に採用 

エイブルアート・カンパニー設立前にも一度エイブル・アート・ジャパンを通じて障害のある人のアートを

表紙として採用したクライアントから、改めて表紙のご依頼をいただいた。今回採用されたアーティストは

tomoko さん。この冊子は 2014 年 11 月に開催された「国際ユニバーサルデザイン会議」で配布された。 

●三井化学株式会社の CSR レポート、web サイトに採用 

電通主催のユニバーサルデザインに関わる会議に参加していたことがきっかけで、三井化学の CSR ご担当者

の目に留まり、採用につながった。今回表紙に採用された作家は新見直子さん。 

● 特記 

・その他、カレンダーの絵や年賀状の柄として採用される案件が毎年増えつつある。 

・大手企業による社会貢献型、売上を創作の場に還元する循環型の事業開発への関心が増えつつある。 

・小規模の取引であっても、毎年継続して採用してくださっているクライアントが定着してきている。 

・企業の方とアーティストの交流の機会をつくるなど、お互いの信頼関係を築くことができつつある。 

 

（３）商品販売・展覧会 

● 展示会・商品販売  

期間限定ショップ「HUMORA（ユーモラ）」 

 日時：2014 年 12月 4 日（木）～12月 28 日（日） 会場：A/A gallery 

 日時：2015 年 1 月 8 日（木）～1 月 20 日（火） 会場：仙台 PARCO 

 日時：2015 年 2 月 5 日（木）～2 月 15 日（日） 会場：名古屋 PARCO 

巡回展「Good Job!展」で活動紹介・商品出展 

会期：2014 年 11 月 21 日（金）～24 日（月） 会場：北海道新聞社 

会期：2014 年 11 月 28 日（金）～30 日（日） 会場：東京渋谷ヒカリエ 

会期：2014 年 12 月 12 日（金）～14 日（日） 会場：愛知国際デザインセンター 

会期：2015 年 1月 23 日（金）～25 日（日）  会場：福岡天神イムズ 

会期：2015 年 3月 6日（金）～8 日（日） 会場：兵庫 KIITO デザイン・クリエイティブセンター 

● その他 

・武田薬品復興マルシェ 

・ウェルフェアトレードマーケット（代々木公園）での販売 

・住友商事トリトンスクエアでの販売会 

●特記 

・エイブルアート・カンパニー関西事務局が、商品の仕入れ・検品・売上報告・支払いなどの一連の業務の

効率化のために会計ソフト「弥生販売」を取り入れた。関西、東京などの業務の流れの整理が必要。 

・東京の大手企業は、震災の復興支援事業を熱心に継続している。とくに CSR部の方たちとの付き合いから

大口の商品販売などの機会を得ている。 
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（４）その他 

●定例講座「スキンケア&メイク講座」 

障害のある人のメイクや身だしなみを支援する、ハーバー研究所との共同

開発事業。就職している、もしくは就職を目指す女性を対象とし、本年度

で 5 年目の実施となった。 

①「基本のコース」/定員 10名 

はじめて講座に参加する方やスキンケアとメイクについて基本から学びたい方を対象としたコース。 

日時：2014年９月 28 日（日）、11 月 22 日（土）14：00～16：00 

会場：ハーバー銀座店３階セミナールーム（東京都中央区銀座５-６-６ ハーバー銀座ビル） 

②「チャレンジコース」/定員５名 

対象者：ワンランクアップしたおしゃれやメイクをしたいと思っている方や自分に似合う色、お気に入りの

洋服にあうメイクを学びたい方を対象としたコース。 

日時：12 月 13 日（土）14：00～16：00 会場①に同じ 

●出張講座：女性向け「基本のスキンケア&メイク講座」、男性向け「基本の身だしなみ講座」 

就労支援系の福祉事業所のほか特別支援学校に出張して開催 

定員：５名～20 名程度/おおむね３か月毎に２団体 

4月：NPO法人みんふす（東京都墨田区）、5月：小田原養護学校（神奈川県小田原市）、8月：社会福祉

法人県央福祉会障害者就業・生活支援センターぽむ、10月：松が丘園（神奈川県小田原市）、11月：に

じの会（横浜市）、2月：小樽特別支援学校（札幌市）、筑波視覚支援学校（東京都）、支援センター

いなぎ（東京都）、板橋区立加賀福祉園（東京都）、山武ブリオ（千葉県）     

●福祉や医療の現場のケアラーを教育する新しい講座のための準備（新規） 

ジョブコーチや介護士などを対象にした講座を開催することを目的にテキストを製作。ハーバー研究所のビ

ューティプロデューサーの質の高い講座のメソッドを言語化・視覚化し、監修に日本女子大学教授・小山聡

子さんが参加。 

 

５．鑑賞支援事業 

・「みんなの美術館」、「美術と手話」の実行委員会が会議・運営を実施。法人としては広報活動を支援。 

・美術館や NPO 団体からウェブサイトへの情報掲載を依頼されることがあるため対応（横浜市市民ギャラリ

ーあざみの、森美術館、視覚障害者とつくる美術鑑賞ワークショップ ほか）。 

 

６．企画制作事業 

（１）福島連携ネットワーク事業のアドバイザー（受託） 

原発事故の影響により非難を余儀なくされた福祉事業所のうち、菓子製造に取り組む 6団体で、菓子「ぽる

ぼろん」・月 3,000 パック生産を目標に製造開発。日清製粉によるレシピ開発支援、当法人はパッケージお

よび東京で行われるプロモーションイベントの運営・記録に協力。 

・企業向け販促イベント「けやきの木の集い」 

日時：6 月 26 日（木） 会場：アーツ千代田 3331 １階コミュニティスペース 
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日時：1 月 30 日（金） 会場：スペイン大使館 

主催：ＪＤＦ被災地障がい者支援センターふくしま「サロンしんせい」 

 

（２）モノづくりのためのコンセプトワーク ＠岩手／宮城（受託） 

 [岩手] 2014 年 4 月 18 日［金］ 10：00〜16：00（受付 9：30） 

アイーナいわて県民情報交流センター 会議室 501（〒020-0045 岩手県盛岡市盛岡駅西通 1 丁目 7 番 1 号） 

[宮城] 2014 年 4 月 19 日［土］ 10：00〜16：00（受付 9：30） 

ほっぷの森 Ai ホール 第三志ら梅ビル 4 階アート・インクルージョン（〒980-0014 宮城県仙台市青葉区

本町 1-2-5） 

主催：AARJapan［難民を助ける会］ 共催：NPO 法人エイブル・アート・ジャパン 

協力：一般財団法人たんぽぽの家 

※イオン 1％クラブ様によるご寄付を活用して実施 

モノづくりの中で大切にしたいことや、コンセプトをしっかり考えるにはどうしたらよいのかを事例紹介を

とおして学び、具体的なワークとして「木のワークショップ」を行い、障がいのある人たちとともに、何を

目的とし、何をかたちづくっていくのかをともに考える、しごとおこしのための機会とした。行動を起こす

根幹、コンセプトを思いだす、洗練する、生み出すためのツールとしての「木のワークショップ」を活用し、

実践の場として、東北２県（岩手/宮城） の福祉関係者を対象に、商品や、その商品から生まれる地域の活

動や新しい価値観など、モノ・コトをつくるワークショップを行った。 

 

（３）実践！モノづくりのためのコンセプトワーク〜せんくら編（受託） 

毎年秋に仙台市市民文化事業団が開催する「仙台クラシックフェスティバル

2014（以下せんくら）」に宮城県内の施設と合同のショップを出店。マーケテ

ィング・開発・販売・振り返りまでのプロセスを実践型の研修とし、これに

対して事業委託があった。（２）の「モノづくりのためのコンセプトワーク」

から一歩踏み込み、明確な売り場とお客さまを想定しながら、既存の施設商

品をブラッシュアップしていった。宮城県内の約 9 団体が参加。講座は全 2

回で、その後 9 月には仙台フィルハーモニーの楽団員の方による講評会も行

い、10 月のせんくら当日には会場で商品を販売。初のショップ「ハチプオンプ」がデビューし、会場でも好

評を得た。 

第１回講座 2014 年 8 月 2 日（土） 会場：日立システムズホール仙台（青年文化センター） 

第２回講座 2014 年 8 月 28日（木） 会場：日立システムズホール仙台（青年文化センター） 

商品講評会 2014 年 9 月 3 日（水） 会場：仙台エレクトロンホール 

せんくら「ハチプオンプ」出店 2014 年 10 月 3 日（金）〜5 日（日）会場：日立システムズホール仙台 

主催：AAR Japan［難民を助ける会］ 共催：NPO 法人エイブル・アート・ジャパン  

協力：特定非営利活動法人みやぎセルプ恊働受注センター、一般財団法人たんぽぽの家 
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（４）つながる・つなげる モノづくりサロン（実行委員会の構成団体として参加） 

関東の施設・作業所の職員で、施設でのモノづくりに興味のある方を対象としたサロン。交流会を兼ねたイ

ベントを含め、５回連続シリーズの活動を実施した。グループワークを通じて福祉施設等でのモノづくり・

商品開発について考え、交流する場となった。 

また、2015 年 3 月 21 日（土）には、「アーツ＆クラフツガーデン」を開催。サロン受講者を初め、約 40 の

ブースが出展し、商品を実際に販売することでその結果を実感する場となった。 

日時：８月 29 日（金）、９月 19 日（金）、10 月 24日（金）、11 月 21日（金）、12月 19 日（金） 18:30〜20:30 

会場：A/A gallery 主催：モノづくりサロン実行委員会（デザイナー：前川亜希子さん、コミュニケーシ

ョンデザイナー：加藤美礼さん、編集者：河原由香里さん、当法人） 

＊2014 年 中央ろうきん助成プログラムより助成 

 

（５）第５回埼玉県障害者アートフェスティバル「障害者アートマネジメントセミナー」(受託) 

企画運営が５年目となる今回は、福祉施設でのアート活動が利用者の自立を支援し、地域とつながることで

様々な変化をもたらしている事例を複数紹介した。福祉施設で表現活動に取り組む意義や、施設商品のマネ

ジメントに必要な視点とノウハウについて、先駆的な活動を行なう講師を迎えて対話型セミナーとした。 

日時：12 月 12 日（金）10:00〜16:30 会場：埼玉県会館３階３C 会議室 

参加者：80名 主催：埼玉県障害者アートフェスティバル実行委員会 

企画協力：ＮＰＯ法人エイブル・アート・ジャパン 

＊地元の実践事例を報告してもらうことにより、若手の人材育成にもつながっている。 

 

（６）Good Job!東北プロジェクト タケダいのちとくらし再生プログラム（助成事業の共同運営） 

キーワード：仕事づくりとソーシャルビジネス開発 

１．デザインプロダクトの開発支援 

２．障害者アートおよびデザインプロダクトに関する相談支援事業 

３．人材育成事業／啓発普及事業 

＊助成：タケダいのちとくらし再生プログラム、主催：一般財団法人たんぽぽの家 

東京・東北の事務局スタッフが担当（助成金は 800万円、事業規模は約 1000 万円） 

 

（７）障害者の芸術活動支援事業（平成 26 年度身体障害者福祉費補助）のモデル事業（補助事業） 

キーワード：ネットワーク化と相談支援 

１．障害者の芸術活動に取り組むための創作活動の支援 

２．優れた作品の発掘や調査、文化的な価値を担保するための美術館等の専門機関との連携 

３．著作権の保護と活用を目的にした専門家との研修の実施 

４．企業等と連携した作品の二次使用の試行事業 

５．障害者アートによる社会教育事業の開発 

期間：2014年 8 月～2015 年 3月 

実施場所：宮城県内各所 
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現地事務局： ＮＰＯ法人エイブル・アート・ジャパン東北事務局（武田・青木） 

〒983-0852 仙台市宮城野区榴岡 5-12-55 NAVIS ビル 1F cocolin 内 電話 070－5328－4208  

（＊詳細は 16 ページから 19ページまで） 

 

◆人材育成事業（★印はＮＰＯ法人エイブル・アート・ジャパンは参加・記録） 

◇ワークショップvol.１ 「あーとらんどくらぶに参加してみよう！」★ 

2014年10月26日（日）9:00～12:30/仙台市荒町市民センター 第３会議室/19人参加 

主催：Art Seeds ファシリテータ：高橋里実さん（Art Seeds） 

◇ワークショップvol.２  「地球村の絵画の時間に参加してみよう！」★ 

2014年10月27日（月）13:00～15:00/工房地球村～近隣リンゴ園（山元町）/21

人参加 

主催：社会福祉法人山元町社会福祉協議会 山元町共同作業所工房地球村 

ファシリテータ：刈田路代さん（工房地球村 アートスタッフ） 

◇ワークショップ vol.３ 「まっくらカフェに参加してみよう！」★ 

2014年11月3日（月・祝）13:15～15:00/仙台市青葉区中央市民センター/14人参加 

主催：仙台市、公益財団法人仙台市市民文化事業団 

協力：宮城県障害者福祉センター、仙台市市民活動サポートセンター 

企画・制作：ARCT 後援：第３回国連防災世界会議 仙台開催実行委員会 

＜文化庁＞平成 26 年度文化庁地域発・文化芸術創造発信イニシアチブ 

◇ワークショップ vol.４ 「身体の声をきく＆表現するこころ・からだを育てるとは？」 

2014年11月29日（土）13:30～15:30/南三陸ポータルセンター（南三陸町）/25人参加 

協力：NPO法人奏海（かなみ）の杜 

ファシリテータ：齋藤 寛さん（パーカッショニスト）、里見まり子さん（宮城教育大学教育学部 教授） 

◇ワークショップ vol.５ 「つたえる」チカラとは？ 

2014年12月22日（月）18:30～20:30/せんだいメディアテーク2階会議室/14

人参加 

ファシリテータ：三浦晴子さん （フォトグラファー/キュレーター/halken 

LLP 共同主宰）、アイハラケンジさん（アートディレクター/halken LLP 共

同主宰） 

 

◇ワークショップ vol.６ 「わいわい公開プレゼンテーション」 

宮城県山元町で開催予定のアートプログラムに向けた公開プレゼンテーション 

2015 年 1 月 17 日（土）14:00～16:00/せんだいメディアテーク 1 階オープンスクエア/35人参加 

 

◇宮城県の障害のある人の表現活動を紹介する展示会 

vol.１：「はじめましてＳＯＵＰ展」 

2015年1月15日（木）～18日（日）11:00～19:00/ 
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せんだいメディアテーク１階オープンスクエア/来場者 1,800 人 

●後援：宮城県、仙台市、社会福祉法人宮城県社会福祉協議会、社会福祉法人仙台市社会福祉協議会、公益

財団法人宮城県文化振興財団、公益財団法人仙台市市民文化事業

団、河北新報社 

●協力：Art.Seeds、特定非営利活動法人アートワークショップす

んぷちょ、アトリエ創、Able.Art.Company、ギャラリーくろすろ

ーど、社会福祉法人光林会るんびにい美術館、せんだいメディア

テーク、てつがくカフェ＠せんだい、ハート&アート空間ビーアイ 

●出展作家：阿部鉄平、片寄大介、川辺拓也、木伏大助、佐藤有

里恵、佐藤渉、清水敬太、塗 敦子、松浦 繁、門間美佐子（50音

順） 

障害のある人の芸術活動支援とは、何をする活動なのか。それを知ってもらうための、展示会を行いました。

これまでの支援活動の状況にこだわらず、今を生きる人たちが、今を生きる障害のある人たちと、どのよう

な芸術文化活動をかたちづくるのかを市民に問いかけるのがねらいです。2014年10～12月に県内を歩き、発

掘した作家と作品をセレクト。これらの表現活動がいつ・どこで・どのような支援のもとに実践されている

のかを紹介し、出展作家と作品点数は述べ10人、43点となりました。また、障害のある人が参加できるアー

トスペースなどの情報カードも配布。障害者の芸術活動支援により何が可能になるのか、支援の視点や活動

の幅についても紹介しました。さらに、期間中に2回目のてつがくカフェと、山元町での展示会に向けての

市民参加型の企画プレゼンテーションを開催しました。 

 

 vol.２：「やまのもとのアート展」 

2015年2月14日（土）～3月22日（日）/宮城県亘理郡山元町内6会場/

来場者2,000人 

カフェ地球村・安田工務店・農業生産法人株式会社ＧＲＡ研修施設・

旬魚酒房金八・旧やまもと訪問看護ステーション 

●後援：宮城県、仙台市、山元町、社会福祉法人宮城県社会福祉協

議会、社会福祉法人仙台市社会福祉協議会、社会福祉法人山元町社

会福祉協議会、公益財団法人宮城県文化振興財団、公益財団法人仙台市市民文化事業団、東北放送、ＦＭ仙

台、山元町臨時災害FM放送局.りんごラジオ 

●協力：Art.Seeds、特定非営利活動法人アートワークショップすんぷちょ、アトリエ創、Able.Art.Company、

ギャラリーくろすろーど、社会福祉法人光林会るんびにい美術館、社会福祉法人仙台手をつなぐ育成会こぶ

し、地球村アクティビティーズ、特定非営利活動法人多夢多夢舎中山工房、TMM応援プロジェクト、てつが

くカフェ＠せんだい、ハート&アート空間ビーアイ、認定特定非営利活動法人ばざーる太白社会事業センタ

ー、halken.LLP、宮城病院周辺地区まちづくり協議会、社会福祉法人山元町社会福祉協議会共同作業所「工

房地球村」 

●出展作家：浅野敬志、阿部鉄平、あべみちよ、岩佐潤一、大内真由美、片寄大介、川辺拓也、菅野眞二、

木伏大助、日下真由美、作間トキヨ、作間理紗、佐々木昭紀、佐藤貞芳、佐藤道子、佐藤有里恵、佐藤洋甫、
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佐藤.渉、清水敬太、鈴木光夫、冨田真文、塗.敦子、藤沢幹久、牧.稔、松浦.繁、松野真二、宮部あゆみ、

門間美佐子、横尾はるえ、渡辺克夫、渡辺兼一 

「はじめましてSOUP展」の会場であるせんだいメディアテークは、仙

台市の中心部に位置する文化的感度が高いスポットです。一方、「や

まのもとのアート展」を開催した山元町は、東日本大震災後に人口が

約24%減少し、文化活動も特に目立って行われてはいません。震災の

津波によって町域面積の約37%が浸水されたという側面もあります。

障害者の芸術文化活動は、美術館や文化施設で展示されることだけが

目的ではありません。文化活動が行われていない土地で、どこまでできるか挑戦することが、日本の地方都

市での本モデル事業の意味と価値だとわたしたちは考えました。 

準備段階で山元町社会福祉協議会とつながり、12月に開催したてつがくカフェに関心を示した方も多数いま

した。いざ蓋を開けてみると、展示期間中に2,000人もの来場者が、31人の作家による104点の作品や各種イ

ベント・ワークショップを楽しむ成果を残しました。 

 

◇「障害のある人と表現活動」を考える語り場  

●2014年11月5日（水）15:00～17:00 「vol.1 自由な表現をひきだす

場所・材料道具・支援」/多夢多夢舎中山工房（仙台市）/14人参加 

コメンテータ：齋 正弘さん（宮城県美術館教育普及部）、関口怜子さ

ん（ハート＆アート空間ビーアイ） 

●2014年12月3日（水）15:00～17:00 「vol.2 身体の声をきく～表現

するこころ・からだを育てるとは？」/せんだい演劇工房10-BOX（仙台市）／12人参加 

 コメンテータ：八巻寿文さん（せんだい演劇工房10-BOX 工房長）、里見まり子さん（宮城教育大学教育

学部 教授）、菊地竜生さん（仙台市市民活動サポートセンター センター長） 

 

◇障害者の芸術活動支援事業＠宮城 報告会「障害のある人たちの芸術活動に必要な支援とは？」 

2015 年 2 月 26 日（木）16:00～18:00/仙台市市民活動サポートセンター地下１階市民活動シアター/86人参

加 

 

◇「障害のある人の表現活動と著作権」研修 

2015 年 3 月 13 日（金）14：00～17：00 会場：NAViS ビル 3 階リンケージルーム(仙台市宮城野区榴岡 5-12-55) 

2015 年 3 月 14 日（土）14：00～17：00 会場：工房地球村 多目的ホール（亘理郡山元町真庭字名生東 75-7） 

講師：辻哲哉弁護士（当法人理事） 

  

◇障害者アートを市民に開く対話の場～てつがくカフェ 

●2014年12月6日（土）14:30～16:30 「vol.1 障害を理解するとは？」

/ 山元町立坂元中学校体育館/60人参加 
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●2015年1月15日（木）18:00～20:00 「vol.2 障害のある人の芸術活動とは？」/ せんだいメディアテー

ク１階オープンスクエア/16人参加 

●2015年2月26日（木）18:30～20:30 「vol.3 支援とは？」/仙台市市民活動サポートセンター地下１階市

民活動シアター/24人参加 

 ファシリテータ：西村高宏さん（てつがくカフェ＠せんだい） 

 ファシリテーショングラフィック：近田真美子さん（てつがくカフェ＠せんだい） 

 

（８）東北６県の障害者アートの公募事業「Art to You!」運営参加 

東北 6 県から障害のある人たちの芸術活動支援にかかわるアーティスト、施

設職員、学芸員などが参加。2015 年 6 月より正式に実行委員会の構成団体

として当法人も参加。審査委員に中津川浩章さん（当法人理事）、トークイ

ベントにサイモン順子さん。 

 

７．調査研究事業 

慶応義塾大・SFC の研究テーマにおけるアドバイザー 

 

８．出版事業 

2014 年度はなし。ただし、既存の書籍は販売する。 

 

９．助成事業 

 

◇第 16 回エイブル・アート・アワード 

●[展覧会支援の部]「竹下基行展」 

今年で 16 年目を迎える公募プログラム。今年の展覧会支援の部の受賞者は浜

松在住の竹下基行さん。東日本大震災の巨大津波に耐えた、岩手県陸前高田市

気仙町の奇跡の一本松を描いた「希望の一本松」を初めとする作品約 20 点を

銀座のギャラリーガレリア・グラフィカ bis で展示した。 

会期：2014年 12 月 22 日（月）～12月 27 日（土） 

会場：ガレリア・グラフィカ bis（東京都中央区銀座 6-13-4 銀座 S2 ビル１階） 

協賛・寄付：花王ハートポケット倶楽部、花王株式会社、富士ゼロックス端数

倶楽部、富士ゼロックス株式会社、世田谷美術館さくら祭実行委員会（以上、展覧会支援の部） 

特別協力：ガレリア・グラフィカ（展覧会支援の部）協 力：NPO 法人トータルケアセンター 

本展コーディネーター：中津川浩章 

◎特記：昨年に引き続き、アワードの展覧会後、富士ゼロックス端数倶楽部の協力により 1 月～2 月の内覧

会の期間に合わせショールームで作品展示が実現。会場内でゼロックスの印刷機を使用したパンフレットを

作成し配布した。 

●[画材支援の部]  
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今年は[展覧会支援の部]の公募と同時に、松田絵具株式会社様の「マツダ絵具賞」と、ターナー色彩株式会

社様の「ターナー絵の具賞」の２つの賞を選考する[画材支援の部]の公募を行った。展覧会支援の部に比べ

て応募者数は少なかったが、選出された応募者からは後日その画材で制作を行っている様子の報告があるな

ど、その後の制作への支援につながった。

協賛・寄付：松田絵具株式会社、ターナー色彩株式会社（以上画材支援の部）

「画材支援の部」受賞者

◎ マツダ賞 油絵具：各 1 セット

喜友名正貴さん（東京都八王子市）、貴士さん（大分県別府市）

◎ ターナー絵の具賞

・個人 2 名（アクリルガッシュ 20ml・36 色セット）

喜友名正太さん（東京都八王子市）、村上絢音さん（埼玉県所沢市）

・団体 2 か所（イベントカラー550ml・スパウトパック BOX セット）

NPO 法人ねぎぼうずの里 障害福祉サービス事業所 リーシュ（福岡県北

九州市）、竹の塚福祉園（東京都足立区）

10．その他目的を達成するために必要な事業

（１）Good Job！プロジェクト

「アート×デザイン」をキーワードに、障害のある人の社会参加と仕

事づくりを進めていくことを目指し、2013 年度に始動したプロジェク

ト。今年は全国に向けて「Good Job!」を募る公募を行い、その中から

選ばれた事例と、Good Job!実行委員会のセレクトによる事例の紹介を

行った。巡回展の会場も札幌、東京、愛知、福岡、兵庫の全国５カ所

に増え、各地でセミナーを開催し、学びとネットワークの場を構築し

た。

主催：財団法人たんぽぽの家 後援：北海道、札幌市、愛知県、名古屋市、兵庫県、神戸市、福岡市 助成：

日本財団 特別協賛：トヨタ自動車株式会社、株式会社丹青社 協賛：株式会社ソフィア、株式会社西山ケ

ミックス、株式会社竹尾、株式会社ハーバー研究所、コクヨファニチャー株式会社、明治安田生命保険相互

会社、WARDROBE by DHC 協力：イムズ、株式会社国際デザインセンター、渋谷ヒカリエ、KIITO、一般社団

法人北海道チャレンジドアート＆プロダクツ、NPO法人エイブル・アート・ジャパン、NPO 法人まる

●Good Job!展巡回会場

北海道 会期：2014年 11 月 21 日（金）～24日（月） 会場：北海道新聞社 1階 DO-BOX

東京 会期：2014年 11 月 28 日（金）～30日（日） 会場：渋谷ヒカリエ 8F 8/COURT

愛知 会期：2014 年 12 月 12 日（金）～14 日（日） 会場：国際デザインセンター・デザインギャラリ

ー／ナディアパーク２F アトリウム・イベントスペース

福岡 会期：2015年１月 23 日（金）～25 日（日） 会場：天神イムズ B2F イムズプラザ

suzuki_te
四角形

suzuki_te
四角形
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兵庫  会期：2015年３月６日（金）～８日（日） 会場：KIITO デザイン・クリエイティブセンター神戸・

ギャラリーA 

●Good Job!セミナー 

①日時：2014 年９月 27 日(土) 13:30〜17:00 会場：札幌市教育文化会館研修室 301 スピーカー：播磨靖

夫（一般財団法人たんぽぽの家理事長）、山下完和（社会福祉法人やまなみ会 やまなみ工房施設長）、高野

賢二（NPO 法人 La Mano クラフト工房 La Mano 施設長） 

②日時：2014年 11 月 23 日(日) 14:00〜17:00 会場：さっぽろテレビ塔 2 階貸ホールテーマ：障害者アー

ト×デザイン スピーカー：上田祐嗣（アートセンター画楽代表）、前川亜希子（デザイナー）、菊地里奈（向

陽園アート活動支援室ぴかりスタッフ）、卜部奈穂子（ペングアート代表）、森下静香（一般財団法人たんぽ

ぽの家常務理事） 

③日時：2014 年 11 月 27 日(木) 19:00〜21:00 会場：コクヨファニチャー株式会社 霞ヶ関ライブオフィ

ス コミュニティサロン テーマ：インクルーシブビジネスとダイバーシティマネジメント スピーカー：

田村大（株式会社リ・パブリック共同代表）、有我昌時（株式会社高齢社取締役）、河内律子（コクヨ株式会

社 RDI センター MANABI LAB.リーダー／WorMo’編集長）、原田恵（株式会社リ・パブリック アシスタント・

ディレクター） 

④日時：2014年 12 月 13 日(土) 14:00〜17:00 会場：国際デザインセンター 6F セミナールーム 3 テー

マ：福祉と企業の協働から生まれる地域ブランディング スピーカー：播磨靖夫（一般財団法人たんぽぽの

家 理事長）、佐藤直之（Roots 代表）、久野浩彬（有限会社絞染色久野染工場 取締役専務）、浅野翔（デザ

イナー／リサーチャー）、小林大祐（一般財団法人たんぽぽの家スタッフ、Good Job! プロジェクト事務局）、

パネルディスカッション進行：江坂恵里子（株式会社国際デザインセンター 海外ネットワークディレクタ

ー） 

⑤日時：2015 年 1 月 24 日(土) 14:00〜17:00 会場：イムズ 10F セミナールーム A テーマ：価値を生み

出すネットワーキング スピーカー：播磨靖夫（一般財団法人たんぽぽの家 理事長）、黒松裕紀（株式会社

キャナルエンターテイメントワークス）、工藤憲章（福岡市保険障害福祉局障がい者在宅支援課）、藤井雅子

（はあと・フレンズストア ストアマネージャー）、坂巻譲理（京都市保健福祉局障害保健福祉推進室 係長） 

⑥日時：2015年 3 月 7日(土) 14:00〜17:00 会場：KIITO デザイン・クリエイティブセンター神戸・ギャ

ラリー A 

 

●Good Job!スタディーツアー 奈良・京都・滋賀 

日程：2015年 2 月 21 日（土）～ 23日（月）２泊３日 

訪問場所：たんぽぽの家アートセンターＨＡＮＡ（奈良）、はあと・フ

レンズストア、浅川亭（京都）、やまなみ工房、がんばカンパニー（滋

賀） 

参加費：70,000 円（１名） 

定員 28 人（最少催行人数 20 人）に対し宮城 2 人、福島 6 人、千葉 2

人、東京事務局 2 人の合計 12名。よって、関西集合解散で 1 泊 2 日、2 泊 3 日版に改編し実施。参加者から

は「様々な実践の場を見ることができ、刺激的だった」等の好評を得ることができた。集客面では苦戦した
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ところもあったが、参加者それぞれがコミュニケーションをとるには今回の規模感はちょうどよいものだっ

た 

 

（２）アート＆ヘルス基金 

パブリックリソース財団が「アート＆ヘルス基金～アート×福祉・医療 ケ

アの現場にアートで潤いを」を創設。エイブル・アート・ジャパンは、南

三陸のぞみ福祉作業所の余暇活動としてのアート活動導入で申請し採択さ

れた。 

① 地域ではじめて作品を紹介「テクテクめぐる 縁がわアート in南三陸

(2014 年 9月 13 日～15 日)、②地元の若い人材を雇用し取り組む養蚕

業の方たちと連携し南三陸町原産の蚕から、一人ひとりが一本の糸

を紡ぐ活動を実施（11月．2月）、③南三陸町が誇る「きりこプロジ

ェクト南三陸きりこプロジェクト by ENVISI」と連携し、そのオリジ

ナル「きりこはがき」をのぞみ福祉作業所で制作請負し、3月の国連

防災会議から発売スタート、以後復興商店街や観光協会の商品として発売、④これまでたくさんの

支援を受けたことに対しての感謝の気持ちを地域や支援者に発信していきたいという想いから

「NOZOMI PAPER FACTORY」というブランドを立ち上げ、フェイスブックページ、リーフレットを製

作、オープンイベントを実施（2015 年 3月 27 日）。メンバーもほぼ全員が参加し、きりこハガキワ

ークショップを行い、メンバーが紡いだ糸と記録映像を展示した。活動は南三陸町観光協会のタブ

ロイドにも紹介された。 


